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論 文 内 容 の 要 旨
第 1編では, 過去 3年軌 こ, 京大病院小児科へ入院 した無菌性髄膜炎患者71例, 脳炎患者10例を対象と
･ し, これらの症例につきその疫学的並びにウイルス免疫血清学的検査を行なった結果について記載 した｡
血清学的検査は, 各症例につき急性期および快復期の2 回以上採血 し, その血清につき補体結合反応を
行なった｡ 抗原には, P olio (Ⅰ, ⅡおよびⅡ型), E C H O (4 , 6 , 7 および 9型混合), C oxsackie B
群 (各型混合), M um ps ( S抗原), A deno (Ⅱ型), および日本脳炎の計 8種の抗原を用い, 術式は
K olm er の変量法にしたがい, 判定には急性期および恢復期の pair 血清につき有意な抗体上昇を示 した(
ものを陽性とした｡ ウイルス分癖に関しては, 患児の糞便, 髄液および咽頭ぬぐい液より, 組織培養, 発
育鶏卵, マウス等を用いて行なった｡
髄膜炎患者の血清学的診断では, 上記例中67例について行なわれ, P olio 20例, うち工塑13例, Ⅱ型 4
例, Ⅱ型 1例, 塑不明 2例, E C H ･0 5例, C o女sackie B 群 10例, M um ps 7例, A deno l 例, 日本脳
炎 1例で, 以上病因の明らかなものは計 44例 (65.7% ) であった｡
脳炎では 9例について検査が行なわれ, 日本脳炎 3例, E C H O 2例, C oxsackie B 群 1例, 混合感染
1例; 以上病因の明らかなもの計 7例であった｡
ウイルス分離の成績では, 上記例の糞便より, Polio I型 6株, E e H O 7 塑2株, E C H O 型不明4
秩, C oxsackie B 5型 1株, C oxsackie B で型不明 1 株, 末同定 1株, 計 15株が分離され, 髄液より
E C H O 7型が 1株分離された｡ 年令別発生では, 各年令層による患者数の著明な差はないが, 4 - 6才
にやや多発 した｡ 性別では, 無菌性髄膜炎は男性対女性の比は46対 25, 脳炎は 5対 5であった｡ 季節別
発生では, 無菌性髄膜炎は6 月- 8 月に多かった｡
第 2編では, ひきつづき1962年 1月より2年間の無菌性髄膜炎患者 84例中 72例と, 脳炎患者 16例を対
象とし, 同様な検索を行なった｡ この場合, 1961年の夏以来我が国において全国的に投与された Polio 生
ワクチンの影響を中心にして調べたO また, 血清学的検査では一部の症例に補体結合反応の他に中和反応
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および赤血球凝集抑制反応を併用して, それらの相互関係についても比較した｡ 髄膜炎の血清学的診断で
は, E C H O 18例, C oxsackie B 群 5例, M um ps 25例, A deno 3例, 日本脳炎 2例, 混合感染 2例で,
以上病因の明らかにされたものは合計 53例 (73.6% ) であった｡
脳炎では, 日本脳炎が 9例のほか, C oxsackie B 群, A deno によるものが 1例ずつみられた｡ なお,
ウイルス分離では, E C H O 4 型 2株, 6型 4 株, 14型 2株, C oxsackie B 2型および 3型 1株ずつが得
られた｡
年令別, 性別あるいは季節別発生状況では, 第 1編のそれらと比較して特に変った点はなかった｡
E nterovirus について血清学的検査を比較すると, 補体結合反応では, 単独ウイルス抗原と混合抗原に
よる反応では, 若干の差を諦めるが, 両者とも診断に用いてさしつかえなく, また分離株による中和反応
はやはり感度がす ぐれていた｡ M um ps あるいは日本脳炎では, 赤血球凝集抑制反応のほうが補体結合反
応よりやや感度がよいように思われた｡
全国的生ワクチン投与後は Polio に対 して有意の抗体上昇を示 した例はみられず, また分離もされなか
った｡ Polio の M ass V accination が我が国で初めて行なわれた前後について無菌性髄膜の病原ウイル
スパターンを血清学的に検査 したが, Polio V accination が他のワイルスパターンに大きな影響を与える
かもしれないということは認められなかった｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
第 1編では1959年 1月から1961年12月までの3 カ年問に取扱った小児の無菌性髄膜炎, 脳炎について,
その疫学的ならびに免疫血清学的検査をおこなっている｡ その結果,
1) 無菌性髄膜炎67例中病因を明らかにし得たものは44例(65.7% )で, その内訳は P olio 20例, E C H O
5例, C oxsackie B 群10例, M um ps 7例, A deno l 例, 日本脳炎 1例であった｡
2) 脳炎 9例では, 日本脳炎 3例, E C H O 2例, C oxsackie B 群 1例, 混合感染 1例について病因が
明らかにされた｡
ど1961年夏から Sabin の弱毒生ポリオワクチン投与が全国的に行なわれ, ポリオ患者は激減した｡ 第 2
編は, その影響を調べることに重点をおいたもので, 1962年 1月から2 カ年にわたって取扱った無菌性髄
膜炎72例と脳炎16例について前編と同様, 血清学的検査をおこなっている｡ 無菌性髄膜炎では E C f王0 18
例, C oxsackie B 群 5例, M um ps 25例, A deno 3例, 日脳 2例, 混合感染 2例であった｡ 脳炎では日
脳 9例, C oxsackieB , A deno によるもの1例ずつであった｡
この論文は, P olio の M ass V accination がわが国ではじめておこなわれた前後にわたって, 無菌性
髄膜脳炎の病原ウイルスパターンを調べたものであって, 臨床ウイルス学に寄与すると ころが少 なくな
い ｡
以上本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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